
 

 

校章の由来 （昭和39年12月16日制定）      
前原小の文字の下の部分は、学校が建つ前の田を表しています。両側にある模様は、田

に植えられた苗がしっかり根付いて生長し花をもった様子を表しています。稲の葉は、父

母と先生方を表し、先端の花は子供たちを表しています。前原小の子供たちが先生と父母

の愛情に支えられて立派な人間に育ってほしいという願いが込められています。 
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令和７年度 小金井市立前原小学校 学校経営方針（概要版） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育目標】「心身ともに健やかで、思いやりをもって行動し、自ら学び続ける子どもの育成」 
 ～ やさしさ かしこさ たくましさ ～  

 

(１) やさしさ【人権尊重と規範意識、郷土への思い－豊かな心の醸成－】 

○褒めて育てる指導の充実、自己肯定感の醸成、温かい雰囲気の学級づくり、異学年交流の充実 

○学校生活、社会生活上のルールの定着（時間・集団行動・対人関係・学校のきまり等） 

○「前原小学校いじめ防止基本方針」に基づいた、いじめの未然防止及び早期発見・早期対応 

○特別支援教育の充実と「ひだまり教室」との連携 不登校児童への組織的対応 

○特別の教科道徳を中心とした心の教育の推進及び道徳授業地区公開講座の充実 

○地域の人材や教育資産の活用と野川等の自然環境を生かした体験活動の充実 

(２) かしこさ【主体的・対話的で深い学びの視点での授業改善と基礎・基本の徹底】  

あ○「個別最適な学び」「協働的な学び」「主体的・対話的で深い学び」の授業実践 

あ○ＩＣＴを活用した授業改善、ＧＩＧＡスクール構想の実現、情報モラル教育、プログラミング授業 

○だれでもが分かりやすい「授業のユニバーサルデザイン化」 

○キャリア教育やＳＤＧＳを意識した学習活動 

○読書の推奨と子供の読書の質の向上 

○互いに授業を公開し、相互に授業の質を高める。（ＯＪＴ授業研究の実施） 

あ(３) たくましさ【体力の向上－健やかな体と健康への意識の育成－】 

あ○体力テストの結果を生かした授業改善 

あ○体育朝会、体力向上週間、学習カード等の活用 

あ○学校安全教育プログラム等に基づいた自分の身は自分で守る態度や能力の育成 

   地域とともにある学校づくり ～コミュニティスクール～ 

 学校運営に地域の声を積極的に生かし、「地域とともにある学校づくり」と「学校を核とした地域づくり」 

を併せて進め、地域と一体となって特色ある学校づくりを目指していく。 

○地域学校協働活動を並行してすすめ、子供たちにとって、よりよい教育環境をつくる。 

○学校を拠点に放課後子ども教室や地域未来塾をコーディネートし評価を行う。 

○子育ての悩みを保護者と共有し、力を合わせて子供を育て、信頼関係を築く。 

○命の大切さや環境について学ぶために、保護者や地域等の授業協力者を活用した授業づくりを行う。 

○学校･学年だより、ホームページの充実により教育活動の様子を積極的に発信し､理解を得る。 

○地域の教育力やＩＣＴの効果的な活用により、学校の働き方改革を推進する。 

○ねらいを明確にして行事を精選したり役割を分担したりして、ゆとりある教育活動を進めていく。 

【学校経営理念】 「自尊感情教育・自尊感情共育・自尊感情強育」 

子供たち一人一人の自尊感情を強くしなやかに育てる教育を、保護者、地域と共に推進し、子供たち、

保護者、地域から愛され、誇りとなる学校を創造する。 

 

子どもの「好き」を組織でつくる、子どもの「得意」を組織でつくる、子どもの「笑顔」を組織でつく

る。 

 



15・ 4 ・ 1 第11代校長　露木 昌仙 着任

39・ 4 ・ 1 旧二中分校に前原小学校開設 16・ 3 ・ 29 中央棟改修工事完了

初代校長　佐藤 松作 着任 ・ 10・ 15 40周年記念式典を挙行

・ 11・ 27 増築校舎完成 17・ 8 ・ 31 正門側外溝工事、校庭・観察池改修

・ 12・ 16 校章制定 18・ 11・ 10 けやき祭が始まる

40・ 5 ・ 4 この日を開校記念日と定める 20・ 4 ・ 1 第12代校長　木村 洋子 着任

41・ 2 ・ 23 校歌制定 ・ 8 ・ 31 水道栓直結給水化工事完了

・ 1 ・ 31 野川改修工事終了　運動場拡張工事完了 23・ 4 ・ 1 第13代校長　永井 富美子 着任

・ 7 ・ 8 新校舎及び体育館落成 24・ 4 ・ 1 第14代校長　浦川 潔 着任

42・ 8 ・ 10 プール完成　プール開き ・ 8 ・ 31 校庭芝生化工事完了

44・ 8 ・ 8 給食室工事完了 25・ 9 ・ 1 給食の業者委託が始まる

45・ 4 ・ 1 第２代校長　本橋 正治 着任 ・ 11・ 11 校庭通路に６年生による地上絵制作

48・ 11・ 23 10周年記念式典及び展覧会を挙行 27・ 2 ・ 5 50周年記念式典・祝賀会を挙行

49・ 4 ・ 1 第３代校長　永井 昭 着任 28・ 4 ・ 1 第15代校長　松田 孝 着任

・ 7 ・ 25 放送室工事完了 ICT活用授業推進校(～平成31年度）

52・ 4 ・ 1 第４代校長　田村 盛次郎 着任 29・ 4 ・ 1 総務省「スマートスクール・プラットフォーム」実証事業指定校

54・ 4 ・ 20 文部省道徳教育共同推進校の指定を受ける 31・ 4 ・ 1 第16代校長　檀原 延和 着任

56・ 3 ・ 31 校舎増改築　北門改築工事完了

57・ 1 ・ 30 文部省道徳教育共同推進校研究発表会開催 元 ・ 6 ・ 28 研究発表会　総務省｢スマートスクール･プラットフオーム｣

・ 4 ・ 1 第５代校長　永井 三男 着任 実証事業指定校・小金井市教育委員会ICT活用授業推進校　

58・ 7 ・ 6 野川改修工事に伴いプールを移動 ・ 6 ・ 30 プール本体全面改修

59・ 3 ・ 31 野川改修に伴う校庭設備完了 ・ 8 ・ 31 1階西トイレ全面改修

・ 11・ 2 20周年記念式典を挙行 2・ 3 ・ 2 感染症拡大防止のための臨時休校（3月2日～3月23日）

61・ 4 ・ 1 第６代校長　山下 和夫 着任 2・ 4 ・ 7 感染症拡大防止のための臨時休校（4月7日～6月14日）

・ 11・ 27 学校保健優秀校として都より表彰を受ける ・ 12・ GIGAスクール構想1人1台端末及び高速通信環境整備

63・ 2 ・ 21 学校歯科保健優秀校として都より表彰される 3・ 4 ・ 1 コミュニティ･スクールとなる　（１代目）

4・ 4 ・ 1 第17代校長　小栁　政憲 着任

1 ・ 2 ・ 18 学校歯科保健優秀校として都より表彰される 5・ 4 ・ 1 コミュニティ・スクール　（２代目）

・ 4 ・ 1 第７代校長　箱崎 弘志 着任 6・ 2 ・ 22 小中連携　自主研究発表会

2 ・ 5 ・ 28 開校記念日をこの日と改める ・ 4 ・ 1 小金井市研究奨励校（令和６，７年度）

4 ・ 4 ・ 1 第８代校長　原田 洋安 着任 ・ 6 ・ 11 ６０周年　開校記念集会集会

6 ・ 10・ 13 30周年記念式典を挙行 ・ 6 ・ 26 ６０周年　航空写真撮影

7 ・ 8 ・ 31 校庭改修完了 7 ・ 1 ・ 31 小金井市研究奨励校　中間発表

8 ・ 4 ・ 1 第９代校長　山川 富弘 着任 ・ 2 ・ 21 ６０周年記念式典を挙行

9 ・ 5 ・ 29 観察池完成 ・ 4 ・ 1 コミュニティ・スクール　（３代目）

12・ 4 ・ 1 第10代校長　福元 弘和 着任 8・ 2 ・ 13 小金井市研究奨励校（令和６，７年度）発表予定

14・ 1 ・ 18 道徳授業地区公開講座始まる

昭　和

令　和

平　成

学校運営協議会（コミュニティ・スクール）委員紹介

＜開催回数＞

年間５回（学期に１～２回）

＜主な役割＞

・学校運営に関する基本的な

方針の承認

・学校運営に関する意見の

申し出

・学校運営に関する評価

 


